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よい風習を育て
住みよい環境をつくる。

〉 交通規貝IJを守り、事故をおとさないようにする。

家の内外をきれいにし、気持のよい環境をつくる

(大洲市民憲章〉

日
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大
字
の
名
称
新
設
一
一

大
洲
市
が
実
施
し
て
お
り
ま
す
、

国
土
詞
査
法
に
基
く
地
籍
調
査
事

業
の
推
進
に
伴
い
、
次
の
と
お
り

大
字
名
称
を
六
月
二
十
六
日
か
ら

新
し
く
呼
称
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。新名
称

横
野
北
裏

総
合
セ
ン
タ
ー

保
育
所
建
設
費
等

補

正

予

算

巻

可

決

六
月
定
例
市
議
会
は
、
二
十
九
日
か
ら
九
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
総
合
セ
ン
タ
ー
震
設
費
、
保
育
所

建
設
費
、
道
路
新
設
改
良
事
業
費
、
富
士
山
公
園
前
世
備
事
業
費
等
、
三
億
五
千
二
百
十
七
万
五
千
円
の
一

般
会
計
補
正
予
算
や
大
洲
少
年
自
然
の
家
設
置
条
例
、
大
洲
市
立
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
設
員
条
例
、
大
洲

市
土
地
開
発
公
社
の
設
立
な
ど
二
十
七
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
レ
、
陳
情
、
請
願
な
ど
必
要
な
決
定
を

し
て
閉
会
し
ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

昭和 48年 7月

一
融
会
計
補
正
予
算

仁

0 

第 209号

20，124人

人口(7月1日)

人口 38ヲ159人
男へ18，035人女
世帯数 10，344世帯
面 積 240，93平方キロメートノレ

発行大洲市役所
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(1) 

の市

旧
名
称

久
保
一
番
耕
地

久
保
コ
一
番
耕
地

敬

老

年

金

の

支

給

新
し
い
受
給
権
者
は
申
請
を)11まつり花火大金行事

夏
日
取
天
の
ド
ラ
マ

別
ま
つ
り
花
火
大
会

14.30-15.0。
18.00-20.00 

19.00-21.00 

20.00-21目30

柊

終

12.30-13.30 

|ι30-印刷00

18.00-20.00 

19.00-21.00 

20.00-2 i .30 

終日

終日

日

日

恒
例
の
川
ま
つ
り
花
火
大
会
が
八
月
三
日
広
北
河
原
、
四
日

に
は
肱
南
何
原
で
行
わ
れ
ま
す
。
豪
華
な
色
彩
、
光
と
耳
目
の

競
演
を
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
川
ま
つ

り
花
火
大
会
の
行
事
は
、
次
の
と
お
り
で
す

肱南河原

肱南河原

肱川

肱川橋両岸

肱北河原

市民会館

市内商活街

肱北河原

肱川!

肱川橋両岸

肱南河原

市民会館

市内商居街

8月3日(金)

神 事

空中安拾い

カラーふん水

かがり火燃し

花火大会

つつじ祭写真展

七夕かぎり大会

8月4日(土)

空中宝拾い

カラーふん水

かがり火燃し

花火大会

つつじ祭写真展

七夕かざり大会
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美
し
い
大
自
然
の
中
に
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祭実業認
該国議
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大
洲
市
指
定
天
然
記
念
物

藤

縄

三

島

神

社

々

叢

所

在

大

洲

市

藤

縄

中

峯

所

有

藤

縄

三

島

神

社

国
立
公
園
出
石
寺
山
の
ふ
と
こ
ろ

叢社るす
柳
沢
公
民
館
か
ら
西
へ
向
っ
て
市

開
道
藤
銅
線
を
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上

密
る
と
藤
縄
三
島
神
社
の
森
に
突
き
あ

が
た
る
。

樹
お
よ
そ
十
ア
ー
ル
の
平
坦
地
に
怖

緑
社
が
あ
っ
て
、
そ
の
周
囲
は
森
林
で

常
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

な

銅

種

は

、

ホ

Y
パ
タ
ブ
、
ア
一
フ
カ

大
シ
、
シ
ラ
カ
シ
、
ワ
一
フ
ジ
ロ
ガ
ジ
、

巨

yy-フ
シ
ィ
、
ィ
ヌ
ノ
キ
、
シ
ロ
ダ

モ
、
カ
ゴ
ノ
キ
、
の
如
き
常
緑
喬
木

を
主
と
し
目
通
り
周
一
メ
ー
ト
ル
以

上
の
も
の
を
含
ん
で
欝
蒼
(
う
っ
そ

う
と
し
て
い
て
、
ま
た
杉
の
大
径

に
は
、
宿
泊
鍾
物
の
外
、
キ
ャ
ン
プ
場

運
動
場
、
果
樹
閤
自
然
林
、
集
い
の
広

場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

十
一
日
初
入
所
し
た
、
大
洲
北
中
学

注
乙
の
自
然
の
家
は
、
出
石
山
の
雄
大
一
っ
た
白
緒
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
一
校
三
年
生
二
一
白
十
七
名
と
、
県
下
の
D

2

な
雲
海
や
景
観
、
多
く
の
文
化
遺
跡
と
一
後
昭
和
二
十
二
年
よ
り
一
平
五
年
の
旦

i
ダ
1
の
差
李
四
名
で
ま
ン
プ

美
レ
い
山
水
に
恵
ま
れ
、
自
然
環
境
は
一
上
須
戒
中
学
校
、
四
十
七
年
忠
臣
一
フ
ア
イ
ヤ
ー
や
飯
ご
う
炊
さ
ん
自
然
ハ

ー
抜
群
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
昭
和
十
年
以
一
統
合
さ
れ
、
遊
休
施
設
と
な
っ
て
い
た
ア
キ
ン
グ
コ

1
ス
な
ど
、
日
ご
ろ
学
校

E

来
、
朋
玄
農
+
童
場
と
し
て
心
身
と
も
一
と
と
ろ
で
あ
り
ま
す
。
と
乙
に
再
び
新
一
で
は
昧
え
な
い
す
ば
ら
し
い
思
い
出
の

の
に
た
く
ま
し
い
青
少
年
が
数
多
く
豊
一

k
Z
5、
少
年
自
然
の
家
と
レ
一
生
活
を
お
く
つ
て
い
ま
レ
た
。

然
鴻
戦
艦
聾
臨
薗
臨
画
鵬
輔
龍
一
て
子
供
の
夢
申
告
は
ぐ
く
む
役
割
争
果
す
一
乙
の
自
然
の
家
は
市
内
は
勿
論
県
下

自
主
一
越
翻
瀦
遡
眠
一
こ
と
と
な
た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
信
義
二
十
五
校
一
ニ
千
数
更
の
利

川Jh
f

叫
ん
…
…
騨
瞳
臨
闇
翻
翻
醸
麟
幽
闇
一
施
設
は
、
一
五
O
人
収
容
の
宿
泊
施
用
申
込
み
を
う
け
て
お
り
、
今
後
乙
の

年
時
鱒
輔
幌
職
盤
謙
一
設
、
浴
場
、
食
堂
な
ど
の
ほ
か
、
野
外
一
自
然
の
家
を
利
用
し
て
、
の
び
の
び
と
一
水
の
流
れ
を
よ
く
し
て
お
く
。
一
て
撲
の
物
を
準
備
し
て
お
く
o

m

i

-

-

-

】

'
i
u
;
'
・

3
P
E
o
-
-
e
b

少
;
小
輔
醗
朝
三
羽
一
活
動
用
具
等
、
喜
一
千
九
十
五
万
一
し
た
野
外
活
動
や
集
図
書
生
活
喜
一
(
コ
ン
ク
D
l下
で
な
い
潜
は
で
き
一
①
食
料
品
、
寝
恒
例
会
洲
事
大
孝
次
の
と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。
多
数
ご
聴

1

麟
融
購
舗
麟
ケ
制
一
一
円
を
も
っ
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
一
わ
れ
、
次
代
書
雪
国
民
と
し
て
の
一
れ
ば
コ
シ
ク
D
lト
に

す

る

)

一

②

衣

類

一

言

え

だ

さ

い

O
L
-
-

淵

靖

鍋

鶴

酷

翻

E
m一
す
。
な
お
所
長
以
下
七
名
の
職
員
を
配
一
強
い
体
力
や
忍
爾
刀
、
富
心
な
ど
を
一
④
傾
斜
地
の
住
宅
で
裏
山
富
り
と
〉
一
③
ロ
1
プ

同

一

之

色

八

百

犬

E
i
-
-、
，

大
饗
融
関
議
醐
園
町
一
レ
て
管
理
署
員
を
整
え
ら
れ
て
一
や
レ
な
い
、
輝
し
い
未
来
へ
の

Z一
た
ま
ま
の
所
は
山
く
ず
れ
を
お
乙
し
一
④
了
五
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
竹
か
棒
高
と
一
;
大
洲
市
民
会
問
状
汀

;
i
f
i
a
s
-
-
-

r
m
d
m一
三

γ
r闇一
い

ま

す

。

一

言

の

す

ば

ら

し

き

お

こ

な

一

や

す

い

の

で

山

く

ず

れ

防

止

の

工

事

一

露

首

一

一

演

題

と

講

師

吠

退

去

す

「

武

田

斐

三

郎

の

生

涯

藤

一

一

二

一

約

四

2メ
ー

ト

ル

の

広

い

敷

地

一

わ

れ

る

も

の

と

期

待

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

を

し

て

お

く

。

一

弘

持

、

訴

時

し

」

十

三

時

か

抗

告

笠

宮

室

先

生

川
麟
麟
臨
一
ふ
川
崎
吉
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
|

一

V
台

風

が

接

近

し

た

場

合

企

一

一

m

Z

E

:

し
づ
い
，

ur--hu--二
-L

ふ

蝿

藍

下

一

一

ぷ

一

一

こ

一

少

し

で

も

異

常

を

感

じ

た

ら

早

め

に

お

「

家

庭

と

筈

十

長

ゆ

ら

沖

六

時

一

一

一

広

認
制
贈

ι一一一
一

一

い

い

一

台

風

対

策

は

今

か

ら

一

号

、

テ

レ

ピ

等

の

罪

譲

一

遊

撃

る

。

一

Isis-市同
刊
は
ほ
一
一
一
一
昨
百

J~J踊二
rl一
一

①

雨

戸

の

あ

る

家

は

雨

戸

を

し

め

て

板

一

②

避

難

す

る

と

き

は

火

の

一

羽

戸

じ

ま

一

一

パ

ー

ト

山

U
U
L
i
;
:
1

6民
上

一

し

一

宮

一

十

分

な

心

が

ま

え

を

一

な

ど

で

霊

レ

て

お

く

。

一

り

案

全

に

行

な

っ

て

議

す

る

。

南

太

測

夏

季

大

学

開

所

式

で

あ

い

さ

っ

す

る

一

一

②

ガ

ラ

ス

戸

E
の
家
味
控
室
(
そ
の
い
と
ま
の
な
い
と
き
は
人

γ
一…

l
i一ji--12-iト
is----li--

村
上
市
長
一
今
年
は
例
年
に
く
ら
べ
る
と
、
富
一
①
破
損
し
て
い
る
建
物
、
富
し
そ
う
一
打
ち
つ
げ
て
風
圧
や
飛
ん
で
く
る
一
け
即
時
避
難
す
る
)
蒜
受
講
耕
一
理
盲
円
、
た
だ
し
学
生
、
青
年
学
級
生
は
百
円

ー

i
l
i
j
j
E
l
j
白

討

悦

副

一

計

訂

ωず王手を毒主擾土一
τの発生
が
極
襲
端
に
少
な
い
と
い
お
五
わ
伝
れ
て
一

τな量算雪
の
護
害
な
ら

2び詰に
修
警
警
レ
す
一7物を
防
尽
ぐ
よ
き
う
に

2すZる
。

一

③

盟

主

町

抑

制

科

目

恒

三

z
t

市
教
育
委
雲
一
一
一
一
い
い
い
一
一
一
一
一
一

子

供

手

交

通

事

故

か

ら

守

ろ

う

一

る

よ

う

心

が

け

て

く

だ

さ

い

。

一

お

り

ま

す

が

、

シ

ー

ズ

ン

到

来

と

も

な

一

て

お

く

。

一

③

大

工

道

具

、

豪

雪

準

備

し

て

お

一

せ

て

お

く

。

一

一

後

援

市

議

、

市

校

長

会

)

市

P
T
A
連
合
会
、
市
連
合

一
三
、
よ
い
子
の
皆
さ
ん
o

一
位
、
上
警
の
事
態
が
予
想
さ
れ
ま
一
②
停
電
に
そ
な
え
て
懐
中
電
灯
、
ト
一
フ
一
く
。
一
④
警
察
、
消
防
署
等
か
ら
避
難
警
が
一
…
婦
人
会
一

1
1合
青
年
司
一
市
老
人
ク
ラ
ブ
署
会

夏

の

交

通

事

故

防

止

運

動

を

実

施

一

道

路

で

喧

ん

だ

り

、

飛

び

出

し

た

り

一

す

。

一

シ

ジ

ス

タ

i
フ
ジ
オ
の
暴
を
し
て
一
@
て
み
、
ジ
ョ
レ
ン
、
ス
コ
ッ
プ
、
山
一
あ
っ
た
と
き
は
そ
の
指
示
に
従
う
。
ぉ
;
市
ヲ

3
3げ
ブ
一
喜
雲
議
所
一
一
-

一
し
な
い
き
、
ま
た
ス
ト
ッ
プ
・
マ
一
今
か
ら
そ
の
対
策
に
万
会
議
す
よ
一
お
く
。
一
ぐ
わ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
を
準
備
し
て
⑤
屋
外
へ
出
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
よ
く
わ
し
い
乙
と
は
、
市
中
央
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
1
く

芯

ぺ

無

謀

運

転

者

を

追

放

し

よ

う

一

一

う

に

レ

ま

し

ょ

う

。

一

(

で

き

れ

ば

予

備

電

池

の

購

入

)

一

お

く

。

一

着

用

す

る

。

高

T
E
L
四
i
四
O
二
六

一

I
ク

の

と

こ

ろ

で

は

、

必

ず

比

ま

り

一

一

一

一

一

w

，，

z
-
E
E
(
-
3

一

一

V
風
雨
に
よ
る
被
害
防
止
対
策
企
↓
③
家
の
周
囲
の
排
水
溝
は
掃
除
を
レ
て
一
洪
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
区
に
あ
っ
一

l
i
l
i
-
-
I
l
-
-
F
i
t
F
i
j
i
-
-
I
t
i
i
i
i
i
i
F
I

七
月
十
五
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
の
一
①
夏
に
季
、
妻
、
い
ね
む
り
に
よ
一
左
右
を
一
碓
か
め
ま
し
ょ
う
。

71z-asa--i-喜
Eli-ZSEg--一言
l
a
s
s
i
-
-
j
i
-
-一望-一軍
i
i
l
i
-
-
J一
狩

猟

者

講

習

会

一

劃

ι??lIlli--ι
去
、
歯
書
室
哲
歯
引
健
康
相

向

転

叩

交

通

事

故

防

量

動

か

行

わ

一

諮

問

ぷ

γ時
崎

町

一

四

、

泣

い

パ

リ

守

交

通

事

故

か

ら

守

一

…

農

事

メ

モ

日

取

詩

句

鰐

時

一

一

を

実

施

一

市

詰

当

日

j
H
h
L
U刈
一
談
一
仰
向
ド
寝
日
午
後
一

乙
の
運
動
は
、
四
国
四
県
統
一
連
覇
一
憲
し
て
く
だ
さ
い
。
一
最
近
、
お
と
し
よ
り
の
事
故
益
ぇ
一
一
畜
産
に
お
け
る
糞
尿
処
理
対
策
水
が
尿
や
糞
に
ま
ざ
ら
な
い
よ
一
一
昭
習
十
八
年
度
の
諸
事
占
有
下
)
で
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
九
一
時
か
ら
一
一
一
時
ま
で
大
洲
保
健
所
で
行
い

と

し

て

、

夏

休

み

中

の

子

供

の

童

事

一

②

子

供

は

動

く

赤

信

号

で

す

。

一

て

い

ま

す

。

一

山

う

に

書

室

長

醤

を

す

る

。

…

…

一

が

次

の

と

お

り

実

施

さ

れ

ま

す

の

で

:

一

時

か

ら

で

、

百

目

は

室

内

、

二

目

一

ま

す

。

故
防
止
と
暴
走
族
な
ど
の
無
謀
運
転
者
一
道
路
に
い
る
子
供
量
診
た
ら
、
一
道
路
を
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
一
川
大
洲
市
に
お
け
る
霊
も
家
事
公
害
を
起
さ
な
い
経
営
を
め
ざ
し
②
畜
舎
の
周
辺
は
常
に
清
潔
に
レ
一
一
一
当
者
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
一
は
実
技
で
す
。
一
第
四
水
曜
日
は
、
五
1
六
歳
児
を
対

の
震
を
最
重
点
目
標
に
か
か
げ
、
県
一
ま
ず
ス
ピ
ー
ド
を
ち
、
「
愛
の
徐
一
た
を
見
か
け
た
ら
「
愛
の
一
声
」
を
一
山
育
農
家
戸
数
の
減
少
と
は
反
対
に
一
て
改
善
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
て
事
、
エ
主
ど
の
発
生
源
に
…
一
講
習
会
白
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
語
、
申
込
み
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
一
象
に
う
歯
(
毒
)
予
防
の
た
め
、
フ

民
総
ぐ
る
み
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
一
仔
」
。
一
か
け
る
と
と
も
[
い
叫
ん
で
手
を
さ
百
戸
当
り
の
飼
裏
書
急
激
に
大
き
な
お
、
十
月
百
か
ら
は
水
害
な
ら
な
山
よ
引
に
す
る
乙
と
と
一
一
一
経
験
者
は
角
一
百
(
内
子
公
民
館
一
は
、
八
幡
浜
量
務
所
大
洲
問
書
林
一
定
物
奪
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
レ
た
。
一
③
飲
酒
運
転
は
し
な
い
、
ま
た
さ
せ
な
一
し
の
べ
る
よ
う
心
?
ま
し
ょ
う
。
一
叩
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
o

濁
防
止
涙
に
よ
り
規
制
さ
れ
る
こ
と
畜
舎
か
ら
の
ご
み
や
昇
華
山
一
)
、
三
目
安
洲
市
雲
館
)
で
、
時
一
義
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

0
7
3化
物
警
は
、
奇
襲
医
師

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
交
霊
互
い
ょ
う
、
皆
ん
な
で
注
意
し
あ
い
ま
一
再
交
通
安
全
家
族
議
を
開
き
ま
し
一
回
規
模
が
拡
大
さ
れ
る
ほ
ど
、
震
に
な
ま
り
ま
す
の
で
、
特
に
次
の
点
路
や
水
路
に
流
れ
出
な
い
よ
う
町
一
間
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら
で
す
会
の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
)

増

加

が

予

想

さ

れ

る

状

況

に

あ

り

ま

す

一

し

よ

う

。

一

ょ

う

。

一

川

処

理

は

大

量

と

な

り

今

度

は

環

境

汚

に

気

を

つ

け

ま

し

ょ

う

o

に

す

る

。

一

一

初

心

者

第

一

回

目

は

八

月

音

(

大

い

と

の
で
、
次
の
乙
と
に
注
意
し
て
〈
だ
さ
一
一
一
、
小
さ
な
子
供
を
お
持
ち
の
お
ぽ
土
正
し
い
歩
き
方
、
道
路
の
害
事
一
目
撃
、
社
会
問
題
を
ひ
き
お
乙
す
乙
①
家
警
護
泉
路
や
河
川
に
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
一
…
一
製
民
会
館
)
、
十
日
(
肱
川
五
郎
大
た
ド
く
だ
れ
は
い
大
洲
保
健
所
へ
お

一

ん

。

一

に

つ

い

て

茶

の

聞

か

ら

話

し

合

い

ま

一

山

と

に

な

り

ま

す

。

流

れ

込

ま

な

い

よ

う

に

す

る

。

国

橋

下

)

で

、

時

一

聞

は

い

ず

れ

も

午

前

九

一

、

運

転

者

の

み

な

さ

ん

。

一

愛

す

る

お

子

さ

ん

を

交

通

事

故

か

ら

一

し

よ

う

。

而

-ZE--E・E
・

-z-E・E・-=皇M・
E・---E・E
・-幽
ZEB--z--胴
E・E・-E-包
時
か
ら
で
、
百
目
は
室
内
、
二
日
目

景

大
洲
市
上
須
戒
の
旧
中
学
校
あ
と
に
「
大
洲
少
年
自
然
の
家
」
が
設

置
さ
れ
、
七
月
十
一
日
大
洲
市
長
、
県
教
育
長
を
は
じ
め
=
一
一
一
O
名
が

出
席
し
て
、
間
同
所
式
並
び
に
生
直
位
受
入
歓
迎
式
が
行
な
わ
れ
ま
レ
た
。

歯
の
健
康
相
談

、
毎
週
水
曜
日

大
淵
保
健
所
で
は
、
歯
の
健
康
を
守

の
も
の
も
混
1

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
巨
大
な
常
緑
樹
が
密

閉
す
る
社
叢
は
そ
の
例
が
少
な
く
、

市
内
に
お
い
て
既
に
指
定
し
た
社
叢

の
中
に
は
乙
れ
に
劣
ら
な
い
も
の
も

あ
る
が
、
本
社
叢
も
ま
た
保
存
レ
て

現
状
を
紙
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

立
派
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
も
腐
朽
せ
る
倒
木
が
あ
ち
こ

ち
に
散
乱
し
て
い
る
が
、
社
叢
内
に

お
い
て
は
落
葉
や
枯
枝
と
と
も
に
そ

の
ま
ま
に
放
置
し
、
自
然
の
ま
ま
に

保
停
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

(
市
教
育
委
員
会
)

税
務
大
学
校
普

通
科
生
を
募
集

-
受
験
資
格

昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

三
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た

男
子

2

受
付
期
間

昭
和
四
十
八
年
七
月
二
十
日
か
ら
八

月
三
日
ま
で

3

第
一
次
試
験

昭
和
四
十
八
空
百
七
日
(
日
)

な
お
詳
レ
い
こ
と
は
、
大
洲
税
務
署

ま
で
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

e
Uド
T
E
L
四
l
一一一一一五

7
月
幻
目
安
達
内
斜
④
2
5
8
5

村
上
外
斜

9
2
2
6
2

h
y
m日
清
水
内
税

9
2
0
1
7

石
田
産
婦
斜

h
v
2
3
4
7

8
月
5
日
中
去
病
院

9
4
5
5
1

h
v
U
日

h
y
h
V
4
5
5
1

h
v
m日

9
9
4
5
5
1

9

%
日

夕

h
F
4
5
5
1

診
療
時
間
午
前
八
時
半
1
午
後
六
時

i
新
刊
図
書
案
内

l

日
本
の
画
家
カ
一
フ
1
ブ
ッ
ク
ス

路
面
電
車
!
消
え
ゆ
く
市
民
の
足
l

ふ
る
さ
と
の
昧

1
近
畿
l

日
本
酒
入
門
(
中
尾
進
き

墓
京
の
寺
(
徳
永
蔭
平
)

果
実
酒
入
門
(
信
定
滝
太
郎
)

イ
ラ
ス
ト
入
門
(
河
原
淳
)

大
戦
秘
語
殉
難
の
乙
女
(
石
田
)

歴
史
の
旅
四
国
八
十
八
札
所

重
要
文
化
財
ロ
建
造
物
1

出
版
年
鑑
一
九
七
三
年
版

日
本
庶
民
生
活
史
一
料
集
成
第
1
巻

hy

第
Z
巻

昧
の
旅

6
新
潟
・
佐
渡

b
v
7広
島
・
山
陽

残
像
(
一
一
一
時
間
綾
子
)

旅
の
重
さ
(
繁
一
九
鬼
子
)

鮎
の
長
太
郎
(
村
上
元
三
)

最
後
の
国
境
線
(
安
野
徹
訳
)

喪
失
の
儀
礼
(
松
本
清
張
)

、
悔
い
な
き
命
を
(
問
問
嘉
子
)

し
あ
わ
せ
の
心
の
架
け
橋
(
水
上
勉

高

み

の

見

物

(

北

杜

宍

)

氷
壁
に
生
き
る
(
安
川
茂
雄
)

奇

蹟

(

曽

野

綾

子

)

微

笑

(

源

氏

鶏

太

)


